
● 幸手出身の実業家が遺した絢爛豪華な雛飾り

　この豪華な雛飾りは「御殿飾り雛」と呼ばれるものです。幸手出身の実業家、
熊倉良助が愛娘のためにあつらえたと伝えられています。
　最上段の御殿の中には男雛と女雛をはじめ、三人官女、五人囃子が並び、
御殿の下には随身と仕丁が控えています。二段目以降には、「嫁入り道具」
などが飾られます。現在馴染みの深い「段飾り」と、かつて上方で普及した「御
殿飾り」が融合され絢爛豪華な雛飾りで見る人を魅了します。
　今号では、この雛道具の数々をご紹介します。
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　上戸地区では、例年８月の第１日曜日に「蛇打ち」と
称して香取神社の境内で大蛇作りを行っています。大蛇
は鳥居を使いながら一体作りますが、全長は30メート
ルにも及びます。作り終わった大蛇は香取神社の社殿に
ぐるりとひと巻きし、お神酒を飲ませたら「蛇引き」の
日まで飾られます。
　「蛇引き」は、お盆の入りの８月13日に行います。
朝７時、社殿から外した大蛇を、子どもも加わって地区
の西側にある正明院まで運びます。到着後、本堂の周囲をぐるりとひと回りした後、現在では倉松川ま
で運び行事は終わります。こうした一連の行事は、むかし悪い病が流行したときに、地区に入ってくる
ことを防ぐために行われたものと言い伝えられています。
　市内の南部や東部では、春先に辻縄などと呼び、藁で蛇を模した縄や人形など藁の作り物を大字や小
字の境目に設置する行事が行われています。「上戸の蛇打ち・蛇引き」は、夏期に行なうことや大蛇の
設置方法、さらに大蛇の長さなど相違点が多いことが特徴で、令和３年２月１日に市の指定文化財とな
りました。
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新指定文化財紹介

令和２年度企画展

「御殿飾りと雛道具
　　－熊倉良助ゆかりのお雛様」
期間　令和３年３月９日（火）
　　　　　　　　　　～４月25日（日）
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新型コロナウイルスの感染状況により、郷土資料館の利用内容を変更する場合があります。
ご来館の前には、開館状況などをご確認ください。！

全長30メートルにもなる胴体部分 香取神社から、地区の西側にある正明院へ運びます



　ここで紹介する雛道具は、黒漆地に金蒔絵で牡丹唐草文様が施された豪華なもので、上
流階級の嫁入り道具といわれるものです。
　ミニチュアながら細部まで、本物そっくりに精巧に作られた道具は、見ているだけで楽
しくなり、子どもの頃に遊んだ「おままごと」を思い出させてくれます。

● 幸手出身の実業家が遺した絢爛豪華な雛飾り

お茶道具 莨盆（たばこぼん）

お化粧道具

黒棚（くろだな）

碁盤・碁石

厨子棚（ずしだな）

鏡台・針箱

行器（ほかい）

書物棚（しょもつだな）

茶せんの長さは2.5㎝。茶釡
はどっしりとした重みがあ
ります。

幅10㎝。羅
ら

宇
お

という細長い管
も中空になっています。

衣
い

桁
こう

・手拭掛・鏡立・鏡箱・
盥
たらい

・火鉢・お歯黒などの道具
です。

高さ15.5㎝。幅18㎝。開き戸
の内側に布袋と唐子が金蒔
絵で描かれています。

碁
ご

笥
け

の直径は1.7㎝。この中
には直径６㎜の碁石が入っ
ています。

巻物には各々松竹梅が描か
れています。
豆本のよう
な画帖も精
巧です。

鏡箱の中に直径3.7㎝の銅鏡
が入っています。

食料の保存用や贈答用の調
度品です。

高さ14.5㎝。幅17.5㎝。下段
は引き戸になっています。

熊倉良助　　熊倉良助は幸手ゆかりの実業家です。
明治８年（1875）４月、上高野村で生まれました。
15歳のとき、東京に移り、22歳で深川区佐賀町（現：江東区）に米穀店
を開業しました。以降、持ち前の行動力によって、全国に事業を展開し、
39歳のときには、実業界にその名を響かせるようになります。
一方、災害や凶作などには、自ら私財を投じて社会的な公益事業や
慈善事業に積極的に取り組むという一面もありました。

五曲揃（ごきょくぞろえ）

御乗物

火　鉢

懸盤膳（かけばんぜん）

箪笥（たんす）

貝揃（かいぞろえ）

御所車（ごしょぐるま）

長持・挟箱（ながもち・はさみばこ）

三味線（バチ長3.2㎝）、笛
（8.5㎝）、大小の鼓と太鼓の
揃え。

金蒔絵装飾の乗り物と薙刀・
長柄傘のセット。

火箸の長さは7.5㎝。

饗応の据膳の一種。折敷形
の盤を載せ懸けた構造から
懸盤といいます。

高さ18.5㎝、幅17.5㎝。錠前
の部分には彫刻が施されて
います。

八角型、印籠蓋。貝合わせ
遊びの貝を入れます。２個で
一組。

牛車ともいいます。牛がとて
もリアルです。

長持の中には、さらに小さい重箱や鏡台、櫛台などが入ってい
ます。


